
行政評価（外部評価）結果総括表

＜平成25年度実施計画分＞

平成２6年7月



政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

（仮）川西ブランド
研究所の創設

81.3 ブランド研究所を創設し検討に入ったことは評価できるが具体的な
実績が見えない。今後は実績、成果につながる取り組みを更に研
究、企画され多くのブランド確立に向け継続して取り組まれたい。

資源、情報の活用と
発信

81.3 各種イベント、マスコミを活用し町の魅力発信に努められており、
今後もイベント内容、マスコミ活用に工夫を図りながらブランド化
の推進と共に継続した情報の発信に努められたい。

産業間のネットワー
クの促進

87.5 課題の整理と解決を図りながら販売促進、拡大に向けた取り組みや
意識高揚に努められ、６次産業化の推進に繋げられたい。

地場産品の開発と流
通の促進

75.0 課題の整理と解決を図りながら官民一体となって具体的な特産品開
発、販路戦略を整え早期に事業化されたい。

世の中のニーズが実際の活動より早い。事業の選択と集中を行い短
期間での成果達成が必要。

コミュニティビジネ
スの創造

75.0 ビジネス的手法が効率よく活用されていない。企画内容を精査され
農都交流事業を通じて地域経済の活性化が図られるよう、今後とも
積極的に取り組まれたい。

新エネルギー利活用
の調査、研究

62.5 先進地から成果や課題についての情報収集を図りながら、他の作
物、品目についても検討されたい。

起業の育成、支援 75.0 新たな産業づくりの促進に向け、若者や女性に将来を見越した起業
意欲を植え付けられる環境づくりや情報提供を継続して実施された
い。また、起業の育成のため多角的な対策を講じられたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

多様な担い手の育成 新たな担い手の育
成、支援

81.3 関係機関との連携を図りながら幅広い支援策を実施し、町内のみな
らず町外からの新規就農者に対しても積極的な育成に努められた
い。

経営形態に合せた担
い手の育成

87.5 担い手に対しては、経営形態に合わせビジネスとしての育成支援が
必要と思われる。関係機関との連携を図りながら担い手の育成を継
続されたい。

行政評価（外部評価）結果総括表（平成２５年度実施計画）

第１節　産業を創造しゆたかで元気なまちをつくる

第１項　川西ブランドの創造

新たな産業づくりの
促進

第２項　持続し発展する農業の振興

産学公による調査、
研究機関の創設と川
西ブランドの創造
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

支援体制の充実 93.8 就農者と農地を守るため、ビジネスプラン策定の支援、表彰の実
施、制度の充実などを図りながら目標達成に向け継続した取り組み
をされたい。

産学公連携による支
援拠点づくりの促進

置賜農業高等学校と
の連携強化と機能充
実の促進

93.8 今後も更に連携強化を図り充実した取り組みとなるよう、若い方の
発想、取り組みを最大限生かせる事業活動を実施されたい。

地域営農組織の育
成、法人化の推進

87.5 国の米政策見直しに伴い遅れが出ている事業も見受けられる。効率
的に補助金を活用しながら早急に進められたい。

農地の集積化 87.5 耕作放棄地の防止、営農活動強化に向け、補助金等を効果的に活用
しながら一層の推進を図られたい。

環境保全型農業の推
進

87.5 環境保全農業に対する目的を明確にするとともに、食の安全の視点
も含めた取り組みが更に進められるよう、啓蒙活動に努められた
い。
堆肥センターについては大規模改修等の対応に向けた経営に対する
指導や助言を行うなど、今後の運営を見据えた指導助言に努められ
たい。

付加価値の高い売れ
る米づくりの推進

75.0 米の付加価値については、多方面からの研究、検討に努められ、地
域の特徴を生かしながら価値を高めることができるよう推進された
い。

戦略的作物による産
地づくりの推進

87.5 戦略作物については、川西町の特徴を生かした品目の選択と集中し
た対策を更に進める必要がある。米消費減少が進む中、水田農業か
らの脱却は大きな課題であり、より一層の推進を図られたい。

畜産の振興 100.0 米沢牛の生産拠点としての取り組みは高く評価できる。酪農情勢の
変化に対応できるよう、情報交換を密に安定経営の支援を継続して
実施されたい。

林産物の振興 81.3 地元産の木材の利活用を拡大する仕組みづくりについて、検討を進
められるとともに、里山保全の視点も含めた取り組みを進められた
い。

信頼をつくる生産流
通体制の確立

食の安全の確立 87.5 今後も安全な農産物が供給されるような体制作りを推進されたい。

食生活、食文化を通
じた豊かな生活の推
進

食農教育の推進 75.0 食育教育は健康の維持、増進ほか多方面にわたり重要なものであ
り、早急に具体的な取り組みを実施されたい。

生産基盤の整備 93.8 県・町・地域住民と一体となり生産基盤の整備が図られるよう、事
業費の充実、確保に努められたい。

主体的な維持管理活
動の推進

87.5 地域住民が主体となる活動だが事業の効果、成果が伝わっていな
い。広報活動を積極的に行いながら継続した事業の実施と自然環境
の保全に努められたい。

高収益型周年農業の
推進

地域営農システムの
確立

競争力の高い水田農
業の確立

農村環境、生産基盤
の整備と保全
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

森林の保全と緑化の
推進

森林保全、緑化推進 87.5 里山の保全による鳥獣被害の阻止といった効果も期待されることか
ら、積極的な緑化推進を図るとともに、広域連携による対策につい
ても効果的に進め継続して検討されたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

後継者、人材の育成
支援

75.0 商工業者が年々減少する中、継続した後継者育成対策は必須であ
る。表彰制度については若手後継者への激励、支援など期待を込め
た内容での実施とされたい。魅力ある研修会、セミナーも実施され
ているが、十分な実施状況とは言えず、後継者の育成、人材育成支
援にしっかりとつながる施策展開となるよう、検討を図られたい。

組織づくり支援 93.8 相談数から窓口相談の効果と期待が上がっているものと思われる。
商工会への支援は自営業者にとって必要不可欠なものであり、組織
強化につながる施策を講じられるとともに、中小零細企業の先導役
を担われるよう、商工会に対して再度の奮起を促されたい。

商業経営への指導支
援

経営指導の強化 87.5 専門家の経営指導は必須であり、実績として申し分なく評価できる
が、商店街単位などの全体的な知名度を高める手立てが必要。商工
会の運営支援補助金を含め全体的な支援のあり方については再精査
する必要があると思われる。

憩いの広場づくり支
援

87.5 限られた予算の中で助成、支援事業が効率よく展開されており、中
心市街地の活性化を望む町民ニーズに合致している。今後、効果的
な賑わいづくりのため工夫を凝らしながら、であいの丘とふれあい
の丘を結ぶ中心市街地として再生されるよう、一体的な取り組みを
図られたい。

きれいな街づくり支
援

81.3 花いっぱい運動は町内にしっかり定着しており、街路灯整備も大き
な成果となった。ダリアの植栽エリア拡大など事業の充実、継続を
図りながら、今後は街並み再生や景観づくり等事務事業の構築を図
られたい。

商品開発への支援 87.5 地元を代表し多くの人に愛される商品を目指して前進されている
が、開発された商品についての認知度が低く、町内に向けてのフォ
ロー、宣伝も必要である。商品開発については客観的な意見を取り
入れながら更なる強化を図られたい。

地場産品の販路拡大 87.5 積極的な取り組みが見え高く評価できる。県外でのＰＲは商品だけ
でなく川西町のＰＲにもつながり、今後とも地場産品の消費拡大に
繋がるよう販路開拓に取り組まれたい。

地場産品の活用

第3項　賑わいのある商業の振興

人材育成と組織づく
り支援

中心市街地の賑わい
づくり支援
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

誘致促進に向けた環
境づくり

75.0 見通しが利かない経済状況下での誘致活動は困難であるが、町の職
場づくりは町の将来の大切な事業であるため情報収集、企業訪問で
の意見交換、アピールポイントの研究などを通して誘致促進に向け
た環境づくりに努められたい。

融資、奨励金等の支
援

93.8 企業の進出には欠かせない事業であり、企業の安定化に向けて今後
とも引き続き支援を実施されたい。

企業間の交流促進 81.3 企業訪問は地元企業にとっても必要な事業である。発信を得意とし
ない企業もあることから、企業訪問活動の定着化や産業フェア等へ
の参加を呼びかけながら交流促進を図られたい。

各種制度を活用した
経営支援

100.0 各種融資制度を必要としている企業は多い。地元企業の経営安定化
に向け制度の周知を図りながら継続的に支援に努められたい。

起業、開発支援 87.5 川西町内への起業を促進する有効な施策と考える。多くの起業につ
なげるため制度活用に対する周知を図り、活用に向けた取り組みに
努められたい。

多様な就労活動への
支援

100.0 高齢者の知識と経験と技術はこれからの地域の大きな力となる。高
齢者の生きがいづくり以上に生産年齢層の仕事の大切なパートナー
となっており、勤労意欲のある高齢者の窓口として大切な役割を果
たしている。今後は高齢者のみならず、より広い層への事業展開を
図られたい。

雇用活動に対する相
談支援

100.0 緊急雇用創出対策事業は労使ともに有効性が高く実績値もほぼ目標
を達成されている。雇用の問題は緊急の課題であり、新たな雇用支
援に対する取り組みを図るとともにハローワークとの連携を更に深
めて雇用を推進されたい。

勤労者の福祉向上支
援

81.3 勤労者の生活安定に向け活動の普及に努められ、継続的な支援と福
祉向上を図られたい。

起業支援

雇用対策活動の支援

企業誘致の推進

企業の経営安定の支
援

第４項　ものづくりを育む工業の振興
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

ダリヤ栽培管理体制
の充実

100.0 人材育成、管理技術の向上により自信を持ってアピールできるダリ
ヤ園に成長している。川西町の核であるダリヤ栽培の最も重要な部
分であり、今後もダリヤの品質向上と栽培管理体制の充実に向け継
続的な取り組みを図られたい。

ダリヤの普及促進 100.0 町内の学校などでは見事な開花を見せるなど、各種充実した取り組
みによりダリヤの普及促進につながっている。県外での活動も視野
に入れながら更なる普及促進に向けた継続的な取り組みを図られた
い。

ダリヤの産業化の促
進

81.3 具体的な事務事業を設定しながらダリヤの高付加価値化とブランド
力の向上に向けた戦略的な取り組みを図られたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

ふれあいの丘の充実 87.5 これまでとは違った新たな観光客を見込める可能性があり今後に期
待できる。施設連絡協議会の設置など、ふれあいの丘整備短期アク
ションプランに基づき着実な実施を図られたい。

地域資源のネット
ワーク化と活用

93.8 四季のイベントとして定着し、計画通り実施されたが少々マンネリ
感がある。広範囲でのＰＲを実施し、地域資源の活用と交流の促進
が図られるよう協力に推進されたい。

グリーンツーリズム
の推進

81.3 地域資源を活用した交流事業は大変重要である。事業自体の必要
性、有効性は高いが実績に欠ける。受け入れ団体、人数の拡大に向
け、農都交流と連動した事業展開の一層の充実を図られたい。

広域観光の推進 93.8 全体的な観光客数が減ったことは残念であるが、気候の影響なども
考えられる。今後も他地域との綿密な連携による企画提案を推進す
るなど、なお一層努力されたい。

情報発信、イベント
の充実

87.5 各メディアによる情報発信が目に留まるようになっている半面、ダ
リヤ園では入園者減となっていることから、イベント内容の精査、
情報発信手段を検討し、効果的な広報活動と誘客促進を図られた
い。

推進体制の充実 75.0 効果的な事業推進となるよう、目的を明確にしながら観光ＰＲ活動
及び推進体制の充実を図られたい。

第５項　資源活かした観光の振興

地域資源の活用と交
流の促進

ダリヤの高付加価値
化とブランド力の向
上

観光PR活動及び推進
体制の充実
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

施設の整備と効率的
な運営

87.5 保護者が安心して預けることができる環境の整備、園児バスの運行
に努められたい。また、少子化の中、保護者の多様な保育ニーズを
把握しながら、公立、私立の効率的な運営を図るため長期的展望に
立った計画を立案し、施設整備や補助支援を進められたい。

保育サービスの充実 87.5 子育て支援は重要な課題であり、共働きが多く町外に勤める町民が
多い現状に合わせた多様な保育サービスの充実を図られるよう、今
後も意欲的に推進されたい。

相談体制、情報提供
の充実

87.5 核家族化の中、利用者から信頼と安心の得られる相談の受け入れ体
制と情報提供の充実が図られるよう、関係機関等と連携を図りなが
ら支援の強化を図られたい。

交流と遊びの場の提
供

87.5 一緒に子育てをする同年代の仲間（子、親、家族）が川西町を拠点
として交流するとともに、家庭保育の充実が図られるよう、指導体
制の充実や関係機関等との連携を図りながら支援の強化を図られた
い。

雨天や冬季間には体育館など既存の施設を有効活用されたい。

地域子育て団体等と
の連携

87.5 子育て支援に係わる各団体の充実を図りながら、子育て支援セン
ターを拠点とした情報共有やネットワーク化を推進されたい。

子育てサークル、託
児ボランティアの育
成

87.5 放課後児童クラブ未実施地区においては、要望があれば早急に対応
されたい。また、学校の空き教室や体育館の活用を含めた運営支援
の充実を図りながら利用状況を勘案した利用者負担についても再考
されたい。

放課後児童クラブの役割、目的、具体的な計画等を利用者に明示さ
れたい。

ふれあいの場、遊び
の場の空間づくり

87.5 地域の特色を生かした取り組みは高く評価できる。町内での取り組
み事例の情報交換や国県補助を有効活用しながら、指導体制の充実
を図られたい。

放課後児童の健全育
成

81.3 各地区の状況、事情に見合った事業の充実を図りながら、地域差が
生じないよう継続的に支援を図られたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

元気づくり活動の充
実

健康体力づくりの推
進

81.3 検診受診率の向上や健康増進、体力づくりへの意識向上策を更に工
夫し、継続して取り組まれたい。

第２節　みんなで支えあい安心して暮らせるまちをつくる

第１項　子育て環境の充実

子育支援センター機
能の充実

施設環境の充実

第２項　元気づくりの推進

地域子育ての充実
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

元気づくり団体の育
成支援

87.5 食生活推進員育成後の活動について、活動プログラムを検討するな
ど関係機関との連携を図りながら効果的に推進されたい。

指導、相談体制の充
実

87.5 健康は町民の願いであり、健康づくりに対する具体的なニーズを把
握し、相談体制の充実を図りながら町民の健康づくりを支援された
い。

保健事業の推進 81.3 こころの健康、出産、育児支援等喫緊の課題となっているが、町民
が安心できる環境づくりに努められ、指導助言を継続して実施され
たい。また、目標値を下回る事業もあるため、町民ニーズを把握し
ながら課題を整理研究され解決を図られたい。

生活習慣病予防と感
染症予防の推進

生活習慣病予防の推
進

93.8 検診受診率の向上に工夫されるとともに、規則正しい食事や適度な
運動、普段の生活を見直す等健康管理意識の高揚を目指し啓発活動
を継続して実施されたい。

感染症予防の推進 100.0 乳幼児発育支援の一環として、任意接種も含め感染症予防接種の接
種率の向上に向け継続した啓発活動に努められたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

健康、医療、福祉、
介護の連携強化と
サービスの向上

健康福祉センター機
能の充実、整備

62.5 健康福祉センター関連事業については再検討が必要。課題を整理し
早急に対策を講じられたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

地域包括支援セン
ターの創設

93.8 多様化するニーズに応えることができるよう、職員のスキルアップ
を図られると共に関係機関との連携、ＰＲ活動を図りながら継続し
て事業に取り組まれたい。

介護予防の推進 87.5 介護予防は社会全体の大きな課題であり、今後も効果的に事業を実
施され、将来の介護給付の抑制に向け事業を推進されたい。

継続的な介護支援 93.8 介護者、被介護者の精神的、物理的負担の解消に向け継続した事業
実施と、関係団体と連携した介護支援体制づくりを推進されたい。

第４項　介護予防と支援体制の充実

地域包括支援体制の
構築

第３項　健康・医療・福祉・介護の連携

健康づくりの推進
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

在宅介護サービスの
充実

87.5 目標を超える実績となり、ニーズが大きい事業である。家族も安心
できる介護サービスの充実を図りながら継続して実施されたい。

施設介護サービスへ
の支援

93.8 目標を超える実績となり、ニーズが大きい事業である。法改正によ
り特別養護老人ホームへの入所が厳しくなるなどの不安要素もある
ことから、サービスの充実が図られるよう、支援に努められたい。

家族介護者への支援 93.8 家族介護者への精神的、物質的支援が図られるよう、関係団体の協
力を得ながら継続的な支援を実施し、制度等を遵守した適正な運用
に努められたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

地域医療環境の充実 公立置賜総合病院と
の連携強化

100.0 身近な場所に高度医療機関が整備されている。今後とも医療の効率
化や経費削減により市町負担の軽減に努められたい。

川西診療所の機能充
実

81.3 川西診療所のあり方について早急に具体案をまとめ整備を図られた
い。

町内医療機関との連
携

87.5 今後も医療連携の強化を図り保健事業の推進に取り組まれたい。

医療給付の適正な運
用

100.0 医療費の適正化に向けた取り組みをより推進されるよう、健康管理
や適正受診についての啓発活動等を継続して実施されたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

高齢者が活躍できる
場の創出

同世代、他世代間と
の交流の場の創設

87.5 高齢者の健康づくりに向け、参加者も多く有意義な事業であった。
他事業、団体との連携を図りながら世代を超えた交流の場づくりに
ついて検討されたい。

学習機会の提供 81.3 多様化するニーズに応え、誰もが参加しやすい学習機会の提供に努
められたい。

第５項　地域医療の推進

介護保険制度の適正
な運用

第６項　高齢者の社会参加の促進

8



政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

主体的活動への支援 75.0 会員減少の根本的な課題を研究されると共に、多様な活動を展開す
る高齢者への支援の在り方などについても検討されたい。

就労機会の拡大 100.0 高齢者が働くことにより健康を維持し地域社会に貢献できる事への
理解を深められるよう、今後も周知と継続した支援に努められた
い。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

福祉相談窓口の充実 93.8 町民に寄り添った相談窓口を充実するため学校、警察ほか各種相談
機関との連携を構築するなど機能の充実を図ると共に、民生委員児
童委員の活動に対しては行政の支援を充実されたい。

いじめ、虐待防止
ネットワークの整備

87.5 関係機関との連携強化を図り、種々の問題に速やかに対応できる体
制を整備され、いじめ、虐待等の無い社会づくりを推進されたい。

生活保護、母子家庭
等支援

100.0 自立に向けた支援体制の強化、制度の適正運用を図るため福祉事務
所等関係団体との連携と情報収集に努められたい。また、生活困窮
者自立支援法の施行に対応できる事業展開を期したい。

福祉関係団体との連
携強化

87.5 町民が安心して暮らせる地域社会づくりに向け、今後もより一層の
連携強化、研修の充実を図り、事業の円滑な実施に努められたい。

地域支援体制の充実 93.8 町民が安心して暮らせる地域社会づくりに向け、関係団体の連携強
化を図り、行政と住民にパイプ役としての更なる支援と活動を期待
したい。

障がい者への住民理
解の高揚

87.5 障がい者への住民理解を図るため住民へ向けた講演会、講習会等イ
ベント実施なども検討されたい。また、障がい者に対する適切な相
談体制の充実を図られたい。

在宅生活支援の推進 87.5 各種支援事業が充実しており高く評価できる。高齢者が住み慣れた
地域で暮らしていけるよう、生活支援と高齢者自身の社会参加支援
など、更に内容を精査され質の高い在宅生活支援を推進されたい。

自立支援、社会参加の促
進及びバリアフリー化の
推進

自立支援、社会参加
の促進

87.5 自立に向けた社会参加の促進と就労機会確保の取り組みを積極的に
推進すると共に、国の制度改正の動向を踏まえ、必要な体制整備を
図りながら、継続した支援に取り組まれたい。

公共施設のバリアフ
リー化の推進

87.5 今後も利用者目線に立ち、あらゆる利用者に満足されるよう、バリ
アフリー化に向け計画的に推進されたい。

第７項　ノーマライゼーションの推進

地域社会福祉の充実

福祉相談機能の充実

障がい者の生活支援
サービスの充実
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

危機事態の情報収集
及び調査、研究

81.3 防災対策については特に質の高い研究、助成が行われている。今
後、地域防災計画を基に具体的な調査研究及び実施の仕組みを構築
し、想定される災害をかんがみ、危機管理体制の充実にも努められ
たい。

危機事態に対する町
民への意識啓発

93.8 訓練の実施、全地区での自主防災組織の設立など町一丸となってお
り評価できるが、自主防災組織については組織単位の活動状況や住
民への浸透状況などをしっかりと把握し、機能強化や意識啓発に向
けた具体的な取り組みを一層充実させる必要がある。防災訓練は
様々な事態を想定し各協力機関と共に充分な訓練がなされており、
一過性にならないよう反復して実施されたい。

情報受発信体制の強
化

93.8 情報伝達システムの構築は成果がよく見える。正しい情報がいち早
く全町民に発信できるよう、災害時に対応したシステムの構築実現
に向け、防災行政無線整備等計画的に体制整備を図られたい。

教育、訓練の充実 100.0 今後も自主防災組織との連携を図りながら住民の意識高揚と災害時
の適切な行動がとられるよう、各地区での訓練研修の充実と永続的
な実施を図られたい。

災害予測調査の推進 87.5 ハザードマップの配布は災害対応の意識向上に役立っており、未作
成地域については同様の調査、マップ作成を進められたい。ハザー
ドマップの有効利用に向けた周知活動の徹底や災害時要援護者支援
プランに基づき地域内での有効性の工夫を図られたい。

機器、資材等の整
備、危険個所の解消

100.0 ２業者と災害応援協定を結ばれたことを評価したい。今後も多くの
事業者との協定締結を期待する。機器、資材等の整備については
しっかりとした実績が見られ、機器の配置の際の問題点なども確
認、対応しながら危険個所の解消も含め継続的に取り組まれたい。

危機管理体制の整備 専門的な人材の育成 93.8 専門的な人材育成のため非常に多くの研修に参加されており、研修
の成果を生かせるよう努められたい。今後とも研修機会の充実を図
り、人材の質や量の向上に努めると共に、消防団員の研修参加に向
け職場への働きかけを継続して行われたい。

自主防災組織の育成 93.8 町全体を統一した機材で整備できた事は町民にも安心感を与えるも
のであり有効な事業である。自主防災組織との連携を図りながら組
織の意識高揚を図ると共に、必要な支援を継続されたい。

総合防災体制の整備 93.8 計画に基づいた実績を積んでいるが、実際に組織や避難支援体制が
機能を果たすことができるよう自主防災組織への働きかけが必要で
ある。今後とも総合的な防災体制の構築を目指し継続的な取り組み
を図られたい。

災害予測対策の推進

第８項　危機管理体制の確立

危機管理に対する意
識の向上
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

広域防災体制の充実 87.5 広域での防災協力は非常に効果の高いものである。恒常的な連絡体
制を確保しながら広域防災体制の充実に向けた継続的な取り組みを
図られたい。

庁舎建設に向けた調
査検討

62.5 町の心臓部である庁舎の耐震診断を早期に行われたい。庁舎建設に
ついては第５次総合計画策定の中で明確にする必要がある。

公共施設の耐震調査
と整備

93.8 公共施設の安全確保は非常に重要であり、ほぼ計画通りに事業が実
施されている。小学校については統合の検討もされているが、別課
題として今後とも耐震化年次計画に基づき着実な整備を図られた
い。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

生活安全に向けた体
制整備

関係機関との連携、
強化

100.0 青色防犯パトロール等見守り体制については町民に浸透しており、
安心して暮らせるまちづくりに大きく寄与されている。消費生活相
談窓口や町民生活安全大会の運営などについての課題の掘り起こし
と対策を講じながら、関係機関、団体との連携を図り地域に根差し
た安心安全の定着に努められたい。

地域ぐるみの防犯体
制づくり

100.0 町民の生活安全の意識は非常に高く、見守り隊等の活動も積極的で
町行政の指導力を強く感じる。今後は大型店やコンビニなども巻き
込みながら防犯体制の強化を図る取り組みを継続的に進められた
い。

防犯意識の高揚 100.0 各種活動の状況から町民の防犯意識は非常に高いことがわかる。防
犯の盲点が無いか常に確認しながら様々な機会を通じて地域ぐるみ
での更なる防犯活動の意識高揚に取り組まれたい。

防犯設備の整備促進 87.5 防犯灯整備に対する支援については継続的な支援を図られたい。
防犯灯の整備は全町民の安全確保のためのものであり、道路や河川
と同様、全面的な町負担について今後検討を進められたい。

関係機関との連携、
強化

93.8 交通事故が増加しているため、更なる関係機関との連携強化を図り
効果的な交通事故抑止策を講じられたい。

交通安全教育の推進 93.8 各実施事業に対し目標値に達することができなかった結果を踏ま
え、指導員の増員も含め今後の対応を至急検討されたい。交通安全
教育は充分に定着しているが、今後とも年齢各層に対応した取り組
みを図られたい。

交通安全施設の整備
促進

100.0 路肩カラー舗装は有効であるため維持管理に努められたい。交通の
安全確保が高まるため今後とも各地区の要望等を精査しながら年次
計画に基づき継続的な整備を図られたい。

第９項　防犯・交通安全の推進

交通安全活動の推進

防犯活動の推進

防災拠点として庁舎
及び公共施設の機能
調査
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

火災予防の推進 100.0 ほぼ計画通りの実績となっており、一定の成果があがっている。今
後とも無火災に向けて新たな視点を加えながら啓発活動を推進され
たい。

消防、防火施設の整
備

100.0 計画に基づいた実績となっており評価できる。整備計画に基づき、
新規施設と共に老朽施設の維持管理についても調査を行い段階的に
進められたい。

消防活動の充実 93.8 有事の際には的確な判断、行動がなされており訓練等の成果が発揮
されている。地域差が生じないよう全町的な取り組みを進めると共
に、団員が所属する事業所への理解を得ながら継続的な支援に努め
られたい。

消防団の再編と自主
防災組織との連携

87.5 消防団員の確保については人口減少の中難しいが、勧誘方法を検討
しながら継続的に取り組まれたい。自主防災組織と消防団の連携に
ついてはその必要性を整理した上で連携を図られたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

消防、救急体制の広
域連携等の調査研究

広域連携等の調査、
研究

100.0 広域消防としての利便性、効果、課題等の検証と課題解決を図りな
がらサービス向上につながる効果的な運用に努められたい。

第１０項　消防・救急体制の強化

消防体制の充実
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

町民と行政の協働に
よる街づくり推進体
制の構築

68.8 　地区、団体等でそれぞれ活動を実践していることは評価できる
が、行政の関わりが希薄であると思われるので、行政としての関わ
りを検討されたい。

街づくりデザインの
確立

75.0 　中心市街地活性化検討委員会が設置され、今後、議論されていく
体制を整えたことは評価できる。今後の議論の中で、活性化に結び
付く街づくりのデザインを確立されたい。

中心市街地の賑わい
づくりの支援

81.3 　中心市街地における各種イベント等の開催については評価でき
る。今後は、一過性のイベントのみではなく、日頃からの飾りつけ
等活気を演出するよう努力されたい。

羽前小松駅の多角的
利活用の推進

81.3 　町の顔としての駅の存続は必要であり、その運営に対する助成等
は評価できる。今後は、駅舎のリニューアルに伴う多彩な活用が大
いに期待されると同時に、イベントの開催のほかに、行政サービス
機能等、付加価値も検討されたい。

都市計画の見直し 93.8 　都市計画マスタープランにより用途地域の設定等今後の町や地区
における有効な土地利用に向け進められたい。

ふれあいの丘の整備 93.8 　「ふれあいの丘短期アクションプラン」に基づく、パークゴルフ
場の建設、まどかの改修工事そして置賜公園の整備など、計画的に
進められていることは評価できる。今後とも町民の憩いの場として
活用が図られるように、計画的に整備促進されたい。

協働の杜の創造 75.0 　さくら見守り隊の活動により協働の杜が守られていることはある
程度評価できる。今後は、地域や組織、団体等も含めた町全体の活
動に繋がるよう努力されたい。

下小松古墳群周辺の
土地利用の構築

古墳、里山、山野草
(植生)を活かした憩
いと学習の丘の整備

81.3 　地元団体で各種事業が展開され継続されていることはある程度評
価する。今後は、町との連携を図りながら事業が展開され、町全体
の事業に成長されたい。

広域的視点に立った
土地利用の推進

87.5 　土地利用推進のための都市計画区域の変更については評価され
る。今後は、広域的視点から用途地域の設定等土地利用のビジョン
を構築し、着実に進められたい。

医療、住宅、商業が
融合したまちづくり
の推進

81.3 　土地利用推進のための都市計画区域の変更については評価され
る。今後は、広域的視点から用途地域の設定等土地利用のビジョン
を構築し、着実に進められたい。

町内各地区の特性を
生かした土地利用の
推進

地域資源の発掘と地
域デザインの確立

87.5 　各地区において地区計画が策定され、計画に基づく事業を展開し
ていることは評価できる。今後は、各地区の情報交換を有効に活用
し、先進活動を取り入れることでお互いに高めあい発展するよう努
められたい。

公立置賜総合病院周
辺の土地利用の構築

第３節　住み良い環境を創り次世代につなげるまちをつくる

歴史や文化など地域
資源を活用した中心
市街地づくりの推進

第１項　計画的な土地利用の推進

ダリヤ園、内山沢一
帯の土地利用の構築
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

相互連携による土地
利用の推進

75.0 　各地区において地区計画が策定され、計画に基づく事業を展開し
ていることは評価できる。今後は、各地区の情報交換を有効に活用
し、先進活動を取り入れることでお互いに高めあい発展するよう努
められたい。

川西町国土利用計画
に基づく土地利用の
適正な管理運営

87.5 　国土利用計画に基づく事務事業については評価する。土地の乱開
発を防ぐためにも、町として土地取引の状況把握に努められたい。

地籍調査の推進 93.8 　予定通りに事業が進んでいることに関しては評価できる。しか
し、進捗状況は約１５％とのことであり、調査実施地が圃場整備等
で重複する等も見受けられる。今後、調査の更なるスピードアップ
を図られたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

幹線ネットワークと
しての縦軸と横軸の
整備促進

100.0 　整備がほぼ順調に進んでおり評価できる。

幹線の結節による広
域ネットワーク化

100.0 　整備がほぼ順調に進んでおり評価できる。 通学路には、早急に歩道の整備が必要と思われる。

町内道路の整備 100.0 　計画的に整備されており評価できる。

安全施設の整備促進 93.8 　計画的に整備されており評価できる。

維持管理体制の構築 100.0 　計画的に事業実施されており評価できる。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

町民の視点に立った
生活交通システムの
構築

デマンド型乗合交通
システムの構築

93.8 　登録者数も横ばい状態であり順調に事業が進められていることは
評価できる。今後は、手続きの簡素化等、より利便性の向上に努め
られたい。

第２項　交通基盤の整備

第３項　生活交通の確保

道路交通基盤の整備
とネットワーク化の
促進

生活道路等の整備促
進

土地利用の適正管理
と地籍調査の推進
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

町民が主体となった
移動サービスの構築

68.8 　道路運送法に基づく調査、研究を行った結果、事業の継続が難し
いのであれば、施策項目からの削除についても検討されたい。

米坂線及びフラワー
長井線の利用拡大

81.3 　車社会の現状では利用者の増は見込めないが、特に通学生には必
要であり事業の実施については評価できる。今後は、観光やイベン
トでの利用拡大についても努力されたい。

フラワー長井線を支
える仕組みづくり支
援

75.0 　沿線外の住民の理解は乏しいと思われる。長井市や白鷹町の更な
る事業展開に期待する。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

高度情報化に向けた
環境整備と人づくり
の推進

地域情報基盤の整備
促進

75.0 　情報通信基盤の構築により、インターネットを通じた情報の利用
が容易になったことは評価される。今後は情報通信を利用した行政
サービスの展開へ進むよう検討されたい。

情報化推進のための
人づくり

87.5 　今後様々なサービスがインターネットを通じて展開されていくこ
とから、そのサービスを有効に利用するため、操作講習等を実施す
ることは評価される。今後とも継続されたい。

高度情報基盤を活用し
た地域情報の受発信と
多面的な活用の推進

情報ネットワークの
形成

81.3 　電子申請可能な項目がようやく構築され、利用件数も増えている
ことは評価する。今後ますます活用が拡大するよう努力されたい。

ネットワーク加入促
進と相互利活用の推
進

75.0 　町内全地域でのネット加入が可能になったことは評価できる。今
後、加入促進を図るためには、利用料金について事業者と協議する
よう検討されたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

生活排水対策の推進 公共下水道の計画的
な整備

100.0 　計画通りの設置を行っており評価される。今後とも情報収集を行
いながら加入促進に努められたい。

合併処理浄化槽の設
置促進

93.8 　計画以上の設置実績をあげており評価する。今後とも継続的に促
進されたい。

公共下水道、農業集
落排水施設の利用促
進

75.0 　利用促進のための利子補給制度は施策の方向性としては評価でき
るが、実績が伴っておらず、今後とも継続的に促進されたい。

第５項　生活環境の整備

第４項　高度情報基盤の整備

鉄道の利用拡大の促
進
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

河川、水路の美化、
浄化活動の促進

93.8 　ほぼ順調に推移していると思われるので、今後とも継続的に促進
されたい。

水道施設の計画的な
整備と維持管理の推
進

93.8 　老朽管の更新や中央遠隔監視装置の更新により、町民へ安全で安
心な水道水を供給のためには必要であり評価できる。今後とも、計
画的に推進されたい。

水道業務の広域化、
共同化の調査、研究

75.0 　水道事業の広域化、共同化を検討するための調査研究は必要であ
り評価できる。今後とも継続されたい。

地域住宅計画の策定 93.8 　若者向けの支援や置賜産木材使用に対する助成等、住環境の整備
に向けた事業の展開については評価できる。今後とも継続し進めら
れたい。

潤いのある市街地形
成の検討

100.0 　農業用水路、環境用水路の整備及び調査が順次行われており評価
できる。今後とも継続されたい。

除雪、排雪体制の構
築と防雪、融雪対策
の促進

93.8 　除排雪の体制の充実を図るための重機の整備やオペレーターの確
保対策、地域における除雪作業に対する助成などの事業展開につい
ては評価できる。さらなる除排雪体制の促進を図られたい。

雪の有効利用 81.3 　雪冷房システムの安定稼働については評価できる。そのほかの利
用についても調査研究をされたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

省資源、省エネル
ギーの推進

81.3 　住民参加型の環境保全行動、役場内での省エネ活動などについて
は評価できる。より多くの町民が参加し意識の向上につながるよう
更に推進されたい。

環境マネジメントシ
ステムの推進

81.3 　経費をかけないために、川西町独自の環境マネジメントシステム
を作り上げ実践されていることは評価できる。今後とも継続的に運
用されるとともに外部への普及についても期待したい。

環境教育の推進 87.5 　川西町環境基本計画に基づく様々な事業を展開し、子供から大人
まで参加し環境教育を実践していることは評価できる。今後さらな
る町民の意識向上につながるよう実践されたい。

団体、人材の育成 87.5 　環境保全を推進するためには人材の育成は根幹であり、幅広い年
齢層による教育の場、実践の場を作ることは重要であり評価でき
る。更なる効果を上げるため参加人数を増やす工夫を図られたい。

良好な環境保全と次
世代への継承

ごみの減量化の推進 81.3 　ゴミの減量化に向けた様々な取り組みに関しては評価できるが、
実際には減量化が図られていない。ゴミ処理のための町の負担を参
考にしながら町民により意識を持たせるための事業展開が必要と思
われるので検討されたい。

地球環境の保全

第６項　環境の保全

住環境の整備

環境教育の推進

克雪及び利雪の推進

安定した水道の供給
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

豊かな自然環境の保
全

87.5 　環境保全のためのＥＭの活用や環境を破壊する野焼きや不法投棄
の根絶に向けた監視体制の強化など、様々な取り組みは評価でき
る。今後とも現在の取り組みを継続されたい。

快適な生活環境の創
造

87.5 　現状の様々な取り組みを継続されたい。

自然エネルギーの利
活用

87.5 　雪冷房システムの更なる安定稼働に向け努力されたい。

リサイクルエネル
ギーの利活用

75.0 　木質バイオマスの利活用、廃食用油のＢＤＦ化等リサイクルエネ
ルギーの積極的な利用は評価できるが、コストの検証が必要ではな
いか。

新エネルギーの調査
研究と利活用の推進
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

花いっぱい運動の推
進

87.5 自治会、老人クラブなどでの活動として根付いており、今後は個人
の参画方法なども検討され全町広がりのある充実した活動にされた
い。

ダリヤロードの構築 81.3 町の花がダリヤであることを伝えることができるよう、ダリヤにこ
だわって植える意識を町全体に広げる必要がある。

花による景観づくり
の推進

81.3 地区計画に基づき活動されるとともに、各家庭での取り組みも推進
しながら継続して実施されたい。

｢協働の杜｣の創造 81.3 町内に桜の名所が根付くよう、管理体制の見直し充実を図りながら
継続して取り組まれたい。

地区ごとのさくらの
名所、丘づくりの推
進

81.3 地域に桜の名所が根付くよう、地域の理解を得ると共に、ニーズを
把握しながら継続して取り組まれたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別評価

歴史的、自然的文化財
の調査、保護及び学習
プログラムの提供

81.3 文化財等の保護、調査等に関する事業については広報、宣伝に努め
られ、住民理解を得ながら継続的に事業展開を図られたい。

地域文化の継承と活
用

81.3 地域文化を継承すべきものについての考え方、保護の方法、活用等
については住民への説明等を実施しながら全町をあげての活動とな
るよう努められたい。

下小松古墳群を核と
する憩いと学習の丘
の整備

81.3 下小松古墳群を核とした積極的なイベント実施は高く評価できる。
今後とも町と地域が密接に連携し充実した事業実施を図られたい。

芸術文化の発信と川
西文化の創造

人材、団体の育成支
援

81.3 人材団体の育成支援は必要であり継続した支援に努められたい。今
後町内の芸術文化関係団体の活性化を図るため、多岐による事業展
開に期待したい。

第４節　人と地域が共にかがやくまちをつくる

第１項　ダリヤのまちづくりの推進

さくらの丘づくりの
推進

ダリヤ（花）を育
み、町を愛でるまち
づくりの推進

第２項　文化まちづくりの推進

川西文化の次世代へ
の継承

18



政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別評価

（仮）アートサポー
トシステムの構築

75.0 効果を生むためにも本町の特色を生かし、継続した実施に努められ
たい。

活動の場、発表機会
の創出

81.3 様々な事業が展開されており評価できる。引き続き各団体個人の活
動発表の機会を創出されたい。

フレンドリープラザ
の充実

81.3 イベント、図書館共に内容を充実させながら今後とも適切な維持管
理に努められたい。

遅筆堂文庫の充実と
利活用の推進

87.5 遅筆堂文庫の価値、利用方法などを町民に伝えるとともに、興味、
関心を掘り起こす工夫を図りながら、積極的に活用されるよう努め
られたい。

町立図書館の充実 81.3 移動図書館、公共施設等への本の設置など図書館以外にも本に親し
む場を作りながら、利便性の向上を図ると共に、利用者を増やすた
めの工夫を図られたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

地域自治再構築への
支援

81.3 自治会再編に向けては方向性を示す必要があると思われる。今後と
も町民の声を聴く場としても町と自治会とのコミュニケーションの
充実に努められたい。

相互扶助とボラン
ティアの醸成

87.5 多くの住民の参画による相互扶助とボランティアの醸成のため、参
加しやすい環境の整備に努められたい。

地区ごとのまちづく
り計画（地区計画）
の策定促進

93.8 地区計画による各地区の運営に期待したい。

地域自立支援制度の
確立・導入

87.5 地区経営母体で目指すべき方向性を明確にし、適切な支援を図られ
たい。

地域づくりの核とな
る｢人づくり｣や地域
実践活動の支援

81.3 地域づくりの推進源となる人づくりについては、その効果に期待し
たい。地域おこし協力隊の更なる活用を図ると共に、セミナー等積
極的な働きかけにより多くの参加者を募るよう努められたい。

地域の宝を生かす活
動の推進

地域（人、物、歴
史）を知る学習活動
の促進

81.3 本町の人物（井上ひさし氏、本間喜一氏）や歴史を知る機会が少な
い。町民が知る機会の充実を図りながら町民全体でＰＲできる体制
を構築されたい。

第３項　地域分権社会の推進

地域づくりの推進

地域コミュニティの
再構築
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

宝を磨くプログラム
の実施

81.3 磨く地域の宝とは何かを周知されたい。地区計画の具現化による効
果に期待したい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

交流拠点の機能充実 93.8 交流拠点となる各施設のリニューアルを機に利用拡大が図られるよ
う工夫されるとともに、機能の充実を図られたい。

交流資源の充実、
ネットワーク化

81.3 関連する施設、組織の連携を充実させると共に、空き家情報の提供
や移住メリットのＰＲを実施しながら移住者の増加に努められた
い。

情報提供システムの
構築

75.0 里の暮らし推進機構による情報発信に加え、既存の情報発信方法を
活用することも必要である。

地域間交流、国際交
流の推進

各種交流事業の促進 87.5 町民一体となった夏祭りの実施は評価できる。今後とも夏祭りを町
のメインイベントとして位置づけＰＲに努められたい。他の交流事
業についても予算を確保しながら継続的に進められたい。

自治体間、民間の交
流連携の推進

81.3 自治体間、民間の交流促進の効果としてふるさと納税の拡大に期待
したい。今後とも防災連携の面からも各地の自治体との連携を検討
されたい。

国際交流の推進 81.3 ホームステイ、イベントの実施など様々な手法による国際交流の推
進を図られたい。

交流人材の育成 75.0 事業の内容、活動状況、結果がわかりにくい。町民のニーズを把握
しながら活用に向けた工夫を図られたい。

川西ファンの拡大 81.3 ふるさと交流大使の存在や活動を町民にＰＲする事も必要。ふるさ
と交流大使の積極的な活用によるＰＲ，ふるさと納税の拡大に期待
したい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

教育内容の充実 地域の特色を活かし
た教育の推進

81.3 現在小学校の再編に関する検討が重ねられているが、引き続き慎重
な話し合いを進められたい。

交流人材の育成と川
西ファンの拡大

第５項　教育環境の整備・充実

交流基盤の構築

第４項　交流の拡大
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

新たな社会に対応し
た学習体制の充実

87.5 学校再編に合わせ、民間の活用なども含め方向性を明確にしながら
効率的、効果的な運営体制を検討されたい。

教職員研修、指導体
制の充実

87.5 年次計画に従って整備が進められている。整備した施設については
利用拡大を図りなが有効な利用を図られたい。

学習効果を勘案した
学区の再編

81.3 現在小学校の再編に関する検討が重ねられているが、引き続き慎重
な話し合いを進められたい。

学校給食の効率的、
効果的運営

87.5 学校再編に合わせ、民間の活用なども含め方向性を明確にしながら
効率的、効果的な運営体制を検討されたい。

施設の計画的な整備 87.5 年次計画に従って整備が進められている。整備した施設については
利用拡大を図りなが有効な利用を図られたい。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

共育環境づくりの推
進

81.3 家庭教育は継続、繰り返しの実施が必要。今後とも継続した効果の
ある事業の実施を図られたい。

地域子育ての意識づ
くりの推進

87.5 町、地域、集落、家庭と、それぞれにおける子育ての役割につい
て、町民が共通認識を図られるよう進められたい。

こころの教育の推進 性の教育、いじめ、
不登校への対応

87.5 いじめや不登校が０になるよう対策を進めると同時に、要支援者に
対する積極支援を継続されたい。

生き抜く力の育成 87.5 障がいを持つ子供たちの生き抜く力を育成するよう、積極的な支援
を継続されたい。

食育教育の充実 87.5 策定された計画に基づき着実に推進されたい。

教育環境の充実

第６項　生命の教育の推進

家庭教育力の向上
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

施設機能の充実 87.5 限られた予算の中、年次計画に基づき計画的な施設整備を図られた
い。

情報提供の促進 81.3 出前講座の実施についてはその効果、内容ともに評価できる。今後
とも積極的な実施に期待したい。また、ＮＣＶ番組として講座を実
施するなど、新たな手法による積極的な展開についても検討された
い。

交流による人づくり
の推進

81.3 地区計画に基づく交流の推進を図るため、継続した支援と支援内容
の強化を図られたい。

学習講座の提供 81.3 各年齢層に対応した生涯学習プログラムの実施が必要。各年齢層の
プログラムを整理、地域による学習内容や体制の差などを調査検討
し、充実した学習講座の提供を図られたい。

地域活動への支援 87.5 地域の特色、ニーズに対応した学習機会が提供できるよう、継続し
た支援を図られたい。

情報発信の提供 81.3 住民に対する学習支援の観点から、学習機会に関する積極的な情報
提供に努められたい。

町民一人一体力づく
りの定着

87.5 指導者の育成を図りながら、特に高齢者の増加に対応したスポーツ
機会の提供に努められたい。また、全町民が体力づくりを意識する
雰囲気と環境づくりに努められたい。

スポーツ機会の創出 81.3 若者が地区のスポーツ推進員として活動されており高く評価できる
が、事業実施の際の地区役員の負担が課題。今後ともスポーツ機会
の創出に向け、継続した支援に努められたい。

指導体制の充実 87.5 指導体制が確立されており、継続した支援が必要。ボランティアと
して活動されている指導者に対する財政的支援についても考慮され
たい。

ホッケー競技の振興 81.3 町のスポーツとしたホッケー競技に対する特化した支援は必要であ
る。小中学生における競技者の増加に向け協議の普及を図られた
い。

施設管理、運営体制
の充実

87.5 体育関連施設については誰もが利活用しやすい体制整備を図られる
と共に、計画的に管理されたい。

施設の整備、充実 87.5 体育関連施設については、利便性の向上を図りながら計画的な整備
を図られたい。

第７項　生涯学習・生涯スポーツの推進

学習推進体制の充実

体力づくりの推進

主体的な学習活動へ
の支援

競技力の向上

スポーツ環境の充実
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

女性の活躍の場の創
出

75.0 女性の起業に向けた支援事業については女性の社会参画推進に向け
継続的に実施されたい。

政策、方針決定への
男女共同参画の推進

75.0 男女共同参画計画に基づき、工夫を図りながら更なる参画の推進に
努められたい。

安心して子育てでき
る環境の整備

87.5 本町における子育て支援については、病児保育の実施も含め高く評
価できる。各種支援、事業が少子化の抑制に着実につながるよう、
今後とも充実しながら実施されたい。

女性の能力が発揮し
やすい環境の整備

81.3 女性同士による情報収集と交流の場などを設定することによる効果
も期待できることから、新たな視点での環境整備にも努められた
い。

男女共同参画意識の
醸成

81.3 女性未来委員の活動については意識の醸成に効果が期待できる。今
後とも具体的な行動が広がるよう継続的な支援に努められたい。

男女共同参画社会実
現のための推進体制
の確立

75.0 世代を超えた参画といった視点も加えながら事業の推進を図られた
い。

政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

川西町まちづくり基
本条例の啓蒙

87.5 川西町まちづくり基本条例についてはまだまだ町民に理解されてい
ない。根強くわかりやすく説明を継続されたい。

情報の共有化、広
報・広聴活動の推進

81.3 これまで整備されてきたメディア等の環境を積極的に活用し継続し
た情報提供、情報共有を図られたい。

NPO、ボランティア
団体等の育成支援

75.0 ＮＰＯ、ボランティア団体の活動には町との連携は不可欠。活動を
支える意識を持って継続した支援に努められたい。

子どものまちづくり
への参画

75.0 研修活動等、積極的な若者の参加を促すため、説明会の実施を工夫
するなど参加しやすい体制づくりに努められたい。

行政経営システムの
確立（役場改革）

川西町集中改革プラ
ンの実施

87.5 改革した内容等、わかりやすく住民に周知する必要がある。改革の
項目が多すぎるため、適正な評価が難しくなっている。

働くための環境整備

第９項　自主・自律のまちづくりの推進

協働のまちづくりの
推進

社会参画機会の拡大

意識啓発及び推進体
制の確立

第８項　男女共同参画社会の推進
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政　策　名 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

行政評価システムの
導入

81.3 行政評価システムの更なる改良により事務負担の軽減を図られた
い。

環境マネジメントシ
ステムの推進

81.3 町独自の環境マネジメントシステムを導入された事は評価できる。
今後とも適正な運用に努められたい。

職員の資質向上 87.5 内容の充実を図りながら町民に還元できる研修の実施に期待した
い。また、各職員による提案活動にも期待したい。

情報共有と相互理解
の推進

81.3 広域連携にかかる情報収集は継続して行うことが必要。その成果等
については町民に示されるよう努められたい。

行政サービスの広域
化と広域処理

81.3 行政サービスの広域化と広域処理については、今後とも実施可能な
ものについての研究を継続されたい。また、自治体間の連携を密に
しながら情報収集に努められたい。

市町村合併に関する
調査、研究

68.8 住民には合併を考える判断材料が乏しい。今後の川西町、置賜地域
の状況を踏まえ合併についての話題づくりのためにも町民への説明
が必要である。

広域連携の推進
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